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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、足もとで円高が進み、内外景気

の先行き不透明感は強いものの、全体として国内景気は横ばいの推移となりました。 

当社グループの最大の取引先である電力業界においては、電力システム改革の中で、

徹底的な経営効率化・合理化のもと、設備投資及び修繕費の抑制が継続され、販売価格

の下落傾向が継続する厳しい状況の反面、スマートメーターの需要は大幅に増加いたし

ました。 
一方で、民間設備関連では更新・維持、生産能力拡大や効率化・省力化のための投資

計画は底堅さを見せているものの、実需要としては内外景気の先行き不透明感を反映し

たものとなりました。 

このような経営環境の中、当社グループは「東光高岳グループ 2016 年度中期経営計画

（2016-2018）」に基づき、電力システム改革を契機に、事業領域の拡大とビジネスモデ

ルの変革に取り組んでまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高 47,208 百万円

（前年同期比 6.7％減）、営業利益 696 百万円（前年同期は営業損失 1,057 百万円）、経

常利益 871 百万円（前年同期は経常損失 1,008 百万円）、親会社株主に帰属する四半期

純利益 507 百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失 689 百万円）となり

ました。 

 

なお、当社グループの業績は、主力事業である電力機器事業において第４四半期連結

会計期間に売上が集中する傾向があるため、四半期別の業績には季節的変動があります。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

電力機器事業は、受変電設備等の電力プラント製品の売上減少により、売上高 22,627

百万円（前年同期比 5.1％減）、セグメント利益 1,184 百万円（前年同期比 24.6％減）

となりました。 

計器事業は、計器失効替工事の材料（電力量計等）の支給方式が変更となったことに

より売上高は減少したものの、国内電力会社向けのスマートメーターの需要が大幅に増

加したことに伴い、売上高 18,784 百万円（前年同期比 10.0％減）、セグメント利益

1,394 百万円（前年同期はセグメント損失 425 百万円）となりました。 

エネルギーソリューション事業は、ほぼ前年並みとなり、売上高 3,550 百万円（前年

同期比 0.7％減）、セグメント損失 254 百万円（前年同期はセグメント損失 355 百万円）

となりました。 
情報・光応用検査機器事業は、光応用検査機器の売上減少により、売上高 1,187 百万

円（前年同期比 8.5％減）、セグメント損失 77 百万円（前年同期はセグメント損失 141

百万円）となりました。 
 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 4,473 百万円減少し、

103,542 百万円となりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少によるものです。 
負債は、前連結会計年度末に比べ 4,638 百万円減少し、54,106 百万円となりました。こ

れは主に支払手形及び買掛金、短期及び長期借入金が減少したことによるものです。 
純資産は、前連結会計年度末に比べ 165 百万円増加し、49,435 百万円となりました。こ

れは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加及び非支配株

主持分の増加によるものです。 
 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成28年４月27日に公

表しました連結業績予想を修正しております。詳しくは、本日発表しました「業績予想の

修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減

価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17

日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 
この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 
「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成

28 年３月 28 日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,574 12,290

受取手形及び売掛金 25,467 17,474

電子記録債権 1,234 917

商品及び製品 4,955 5,624

仕掛品 10,434 14,530

原材料及び貯蔵品 5,291 4,704

繰延税金資産 913 1,007

その他 932 831

貸倒引当金 △1 △6

流動資産合計 61,801 57,374

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 32,885 32,991

減価償却累計額 △19,513 △19,779

建物及び構築物（純額） 13,372 13,211

機械装置及び運搬具 19,723 19,444

減価償却累計額 △16,585 △16,499

機械装置及び運搬具（純額） 3,138 2,945

工具、器具及び備品 11,578 11,775

減価償却累計額 △10,559 △10,699

工具、器具及び備品（純額） 1,019 1,076

土地 22,775 22,775

リース資産 66 65

減価償却累計額 △54 △54

リース資産（純額） 12 10

建設仮勘定 384 692

有形固定資産合計 40,701 40,711

無形固定資産

のれん 179 151

リース資産 0 －

その他 2,506 2,473

無形固定資産合計 2,686 2,625

投資その他の資産

投資有価証券 1,541 1,522

繰延税金資産 309 373

その他 991 950

貸倒引当金 △15 △14

投資その他の資産合計 2,825 2,831

固定資産合計 46,214 46,168

資産合計 108,016 103,542
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,044 17,568

電子記録債務 1,294 1,364

短期借入金 6,860 6,071

リース債務 7 4

未払法人税等 820 349

賞与引当金 1,685 1,597

工事損失引当金 227 118

製品保証引当金 117 83

その他 5,999 5,710

流動負債合計 36,056 32,868

固定負債

長期借入金 1,996 1,063

リース債務 6 7

繰延税金負債 2,605 2,326

修繕引当金 916 960

役員退職慰労引当金 205 －

環境対策引当金 234 228

製品保証引当金 1,299 1,249

退職給付に係る負債 14,659 14,497

その他 766 905

固定負債合計 22,688 21,237

負債合計 58,745 54,106

純資産の部

株主資本

資本金 8,000 8,000

資本剰余金 7,408 7,408

利益剰余金 30,806 30,908

自己株式 △71 △71

株主資本合計 46,142 46,244

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 399 386

繰延ヘッジ損益 △112 △251

為替換算調整勘定 179 104

退職給付に係る調整累計額 △153 △114

その他の包括利益累計額合計 312 124

非支配株主持分 2,814 3,066

純資産合計 49,270 49,435

負債純資産合計 108,016 103,542
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 50,607 47,208

売上原価 44,056 39,008

売上総利益 6,551 8,199

販売費及び一般管理費 7,609 7,502

営業利益又は営業損失（△） △1,057 696

営業外収益

受取利息 9 0

受取配当金 37 41

為替差益 － 14

設備賃貸料 44 41

電力販売収益 43 42

受取補償金 － 77

その他 47 62

営業外収益合計 181 280

営業外費用

支払利息 54 36

電力販売費用 22 20

為替差損 6 －

その他 49 48

営業外費用合計 132 105

経常利益又は経常損失（△） △1,008 871

特別利益

固定資産売却益 0 6

投資有価証券売却益 2 －

特別利益合計 2 6

特別損失

固定資産廃棄損 104 86

事務所移転費用 － 38

特別損失合計 104 124

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△1,110 753

法人税、住民税及び事業税 185 345

法人税等調整額 △160 △386

法人税等合計 24 △40

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,134 793

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

△445 285

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会
社株主に帰属する四半期純損失（△）

△689 507
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,134 793

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 15 △13

繰延ヘッジ損益 23 △138

為替換算調整勘定 18 △100

退職給付に係る調整額 △21 39

その他の包括利益合計 36 △213

四半期包括利益 △1,098 579

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △657 319

非支配株主に係る四半期包括利益 △440 260
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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